
ま　つ　お　新　聞

　

９
月　

日
Ｊ
Ｒ

１８

東
海
が
よ
う
や
く

リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
ル
ー
ト
発
表

を
行
っ
た
▼
正
直

な
感
想
は
「
本
当

に
や
る
の
？
」
で
あ
っ
た
。
ど

素
人
の
素
朴
な
疑
問
が
い
く
つ

も
わ
い
て
き
た
。
ト
ン
ネ
ル
掘

れ
る
の
、予
算
内
で
収
ま
る
の
、

地
震
が
来
て
も
大
丈
夫
、
料
金

い
く
ら
に
な
る
の
、
環
境
へ
の

影
響
は
な
い
の
か
と
上
げ
た
ら

き
り
が
無
い
▼
そ
も
そ
も
リ
ニ

ア
は
必
要
な
の
か
と
考
え
て
し

ま
う
。
確
か
に
東
京
・
名
古
屋

へ
の
短
時
間
で
移
動
で
き
る
こ

と
は
、非
常
に
魅
力
的
で
あ
る
。

が
、
自
分
は
そ
こ
ま
で
時
間
短

縮
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
の
だ
。

し
か
し
北
信
・
中
信
に
比
べ
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て
い
る
南

信
が
こ
の
ま
ま
で
良
い
と
は
思

わ
な
い
▼
駅
設
置
で
「
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
が
走
る
ま
ち
飯
田
」

と
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る

が
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
現
地
説
明
が

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
リ
ニ
ア
開

通
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
・
飯
田
市
の
将
来
像
が

ま
だ
見
え
て
こ
な
い
。
リ
ニ
ア

は
開
通
し
た
け
れ
ど
何
も
変
わ

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
な

い
よ
う
、
賛
否
両
論
を
聞
き
充

分
な
討
議
が
必
要
と
考
え
る
▼

経
済
効
果
も
期
待
で
き
る
の
だ

ろ
う
が
、
こ
の
豊
か
な
自
然
環

境
が
変
わ
る
こ
と
な
く
地
域
の

人
々
が
心
身
と
も
に
豊
か
で
い

ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。
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全員で松尾村歌を合唱

　

東
京
松
尾
会
は

　

月　

日
、
千
代

１０

２７

田
区
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半

蔵
門
で
総
会
を
開

い
た
。
５
年
ぶ
り

の
開
催
と
あ
っ
て

関
東
圏
在
住
の
松

尾
出
身
者
約　

人
８０

が
参
集
、
旧
交
を

温
め
た
。
松
尾
か

ら
は
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
の
研
修
を

兼
ね
、　

人
が
来

２２

東京松尾会 

大いに盛り上がる 

賓
と
し
て
参
加
し
た
。

　

会
計
報
告
に
続
き
田
中
健
一

郎
会
長
、
宮
下
吉
彰
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
会
長
が
挨
拶
、
塩
沢

昌
春
顧
問
の
乾
杯
音
頭
で

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
パ
ー

テ
ィ
が
幕
を
切
っ
た
。
余
興
と

し
て
花
柳
柏
一
葉
さ
ん
に
よ
る

日
本
舞
踊
、
林
家
ら
ぶ
平
さ
ん

の
落
語
が
会
を
盛
り
上
げ
た
。

　

会
員
と
松
尾
か
ら
の
来
賓
の

テ
ー
ブ
ル
は
別
だ
っ
た
が
、
酌

に
行
く
な
ど
し
て
交
流
。
中
に

は
小
学
校
卒
業
後
、
初
め
て
再

会
す
る
人
も
い
て
、
懐
か
し
い

松
尾
の
昔
話
に
花
が
咲
い
た
。 

田
中
会
長
が
「
運
動
会
の
あ
の

雰
囲
気
は
都
会
で
は
味
わ
え
な

い
」
を
繰
り
返
せ
ば
、
宮
下
会

長
は
「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
芸
能

祭
も
あ
る
に
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

互
い
に
故
郷
の
良
さ
を
再
確
認

し
て
い
た
。

　

最
後
に
「
松
尾
村
歌
」「
松

尾
小
学
校
校
歌
」「
信
濃
の
国
」を

民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
の
清

水
正
則
さ
ん
指
揮
で
合
唱
。
万

歳
三
唱
で
幕
を
閉
じ
た
。

● 文化祭「立川 談四楼　落語会」公民館ホール超満員!（２月） 
● 「人形劇フェスタ 松尾地区公演」ラオスの劇団も登場！（８月） 
● 松尾地区市民運動会開催（10月） 
● 「松尾小５年生 モデルロケットを飛ばそう！！」開催（10月） 
● 松尾の子どもは松尾で育てる住民大会（地域安全大会）開催（11月） 
● 鳩ヶ嶺八幡宮紅葉ライトアップ（11月） 

世帯数 4，799世帯 

11月末現在 

男子 6，119人 
女子 6，915人 

 計 13，034人 

　10月19日、ユースクエア（勤労青少年ホーム）第２体育館で｢第34回ホーム祭｣が開催された。参

加者は子供も含め約40人。オープニングを飾ったのは常盤太鼓「心ＳＨＩＮ」。この日は「信濃萬岳の

響き」と「伊那谷暴れ天竜」の２曲を演奏。勇壮な太鼓の音が体育館に響き渡った。

松
尾
の
子
ど
も
は
松
尾
で
育
て
る
住
民
大
会 

「
夢
や
希
望
、あ
き
ら
め
な
い
心
」 

　

第
５
回
松
尾
地
区
地
域
安
全

大
会
「
松
尾
の
子
ど
も
は
松
尾

で
育
て
る
住
民
大
会
」
が　

月
１１

２
日
、
緑
ヶ
丘
中
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
部
は
、
松
尾
小
学
校
金

管
バ
ン
ド
の
演
奏
・
同
バ
ン
ド

と
緑
ヶ
丘
中
学
校
吹
奏
楽
部
と

の
合
同
演
奏
・
そ
し
て
緑
ヶ
丘

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
行

わ
れ
た
。
演
奏
後
に
は
、
お
よ

そ
9
０
０
人
の
参
加
者
か
ら
ア

ン
コ
ー
ル
の
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
、「
ル
パ
ン
３
世
」
の
演
奏

が
始
ま
る
と
会
場
は
一
体
と
な

り
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
。

　

第
２
部
は
「
夢
や
希
望
、
あ

き
ら
め
な
い
心
」
と
題
し
て
、

佐
野
有
美
さ
ん
の
講
演
が
行
わ

れ
た
。
ま
ず
、
佐
野
さ
ん
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介
の
映
像
が
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
そ

て
、
今
大
切
に
思
う
４
つ
の
言

葉
「
あ
り
が
と
う
、
笑
顔
、
支

え
合
い
、
絆
」
を
色
紙
に
書
き
、

小
学
校
と
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
へ

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

　

最
後
に
第
３
部
と
し
て
松
尾

の
子
ど
も
は
松
尾
で
育
て
る
理

念
実
現
の
た
め
の
大
会
宣
言
を

窪
田
利
光
実
行
委
員
長
が
朗
読

し
大
会
を
終
了
し
た
。

の
後
佐
野
さ
ん
が
登
場
す
る
と

会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

た
。
佐
野
さ
ん
は
、
先
天
性
四

肢
欠
損
症
で
生
ま
れ
て
か
ら
今

日
に
至
る
ま
で
の
体
験
と
そ
れ

に
伴
う
心
の
変
化
に
つ
い
て
、

会
場
の
小
中
学
生
ら
と
対
話
し

な
が
ら
講
演
し
「
自
分
な
り
の

あ
き
ら
め
な
い
心
」
を
持
つ
こ

と
が
必
要
だ
と
話
し
た
。
そ
し

「大切に思う４つの言葉です」
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公
民
館
の
主
な
行
事
予
定

（
１
月
・
２
月
）

【
１
月
】

　
　

日（
日
）松
尾
地
区
成
人
式

１２

【
２
月
】

　

１
日（
土
）・
２
日（
日
）

　
　
　
　
　

松
尾
地
区
文
化
祭

　
　

下
旬　

ま
け
る
な
農
園
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松尾図書館
（公民館２階）

●開館日●

水　曜　午後１～５時　　
土　曜　午前１０～午後５時
日　曜　午後１～５時　　

本のリクエストも受けつけています。　

特集 

松尾の誇れる秋季例大祭！　今季も各区の熱い
思いのこもった神輿と威勢の良い老若男女の担
ぎ手が見られた。 

毛賀区（子供神輿４基）10月8日　毛賀諏訪神社秋季例大祭より

１１区　9月14日　鳩ヶ嶺八幡宮秋季例大祭より

亀甲印を豪快に引き回す　代田区 どっこい神輿　八幡町区 電飾が鮮やか　常盤台区 屋根の美しさを誇る久盛神輿　久井区

五穀豊穣を祈念　両璧　明区 人は城　人は石垣　城区  夫婦神輿がとても鮮やか　水城区  祭りに命をかける元島田男たち　上溝区

壮大な提灯神輿　清龍　清水区 宙を舞う神輿　松林　寺所区 元気！団結の松流　新井区

��� お疲れ様でした ���
鳩ヶ嶺八幡宮秋季例大祭年番

明区役員集合写真

� �����������������������

川
村
カ
ネ
ト
の
物
語
! !

飯
田
線
開
通
工
事
に
命
を
か
け
た 

　

合
唱
劇
『
カ
ネ
ト
』
松
尾
公

演
が　

月
５
日
、
松
尾
小
学
校

１０

体
育
館
で
１
時
間
に
わ
た
り
上

演
さ
れ
た
。
参
観
日
と
重
な
り
、

全
校
児
童
と
先
生
、
保
護
者
と

合
わ
せ
て
約
１
、１
０
０
人
が
観

賞
し
た
。

　

「
飯
田
カ
ネ
ト
合
唱
団
」
は

飯
田
下
伊
那
地
域
の
小
学
校
低

学
年
か
ら　

歳
近
く
の
大
人
ま

８０

で
約　

人
の
有
志
で
作
ら
れ
て

６０

い
る
。
合
唱
劇
『
カ
ネ
ト
』
と

は
…
…
？

　

明
治　

年
、
北
海
道
旭
川
で

２６

ア
イ
ヌ
民
族
と
し
て
生
ま
れ
た

川
村
カ
ネ
ト
が
蒸
気
機
関
車
に

憧
れ
、
鉄
道
の
仕
事
を
す
る
と

決
め
た
少
年
期
か
ら
、
飯
田
線

の
天
竜
峡
か
ら
三
河
川
合
ま
で

の
鉄
道
工
事
を
完
成
さ
せ
る
ま

で
の
、
実
際
に
あ
っ
た
物
語
を

合
唱
と
劇
で
綴
る
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
と
い
う
だ
け
で

小
さ
な
頃
か
ら
差
別
を
受
け
、

い
ろ
ん
な
人
か
ら
い
じ
め
ら
れ

る
。
そ
れ
で
も
カ
ネ
ト
は
自
分

の
信
念
を
貫
く
た
め
に
一
歩
も

退
く
こ
と
な
く
測
量
士
に
な
る

夢
を
実
現
さ
せ
る
。

　

測
量
士
の
腕
を
認
め
ら
れ
、

日
本
人
が
尻
込
み
を
す
る
ほ
ど

の
難
関
と
い
わ
れ
る
、
天
竜
峡

か
ら
南
へ
向
か
う
天
竜
川
沿
い

に
鉄
道
を
引
く
工
事
を
任

さ
れ
る
。
ト
ン
ネ
ル
工
事

で
は
、
土
砂
崩
れ
や
水
漏

れ
な
ど
何
度
も
工
事
が
中

断
さ
れ
、
我
慢
の
限
界
に

き
た
日
本
人
に
殺
さ
れ
そ

う
に
な
る
。
カ
ネ
ト
は「
ア

イ
ヌ
も
日
本
人
も
同
じ
人

間
で
あ
る
。
自
分
は
こ
の

工
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い

る
。
ア
イ
ヌ
を
殺
す
こ
と

が
日
本
人
の
誇
り
な
ら
、

今
す
ぐ
殺
せ
」と
…
…
。
現

場
の
責
任
者
が
駆
け
つ
け
、

カ
ネ
ト
は
一
命
を
取
り
留

め
る
。
事
件
後
は
皆
、
手
を
取

り
支
え
合
っ
て
難
関
工
事
を
完

成
さ
せ
た
。

　

夏
の
よ
う
な
蒸
し
暑
さ
で
は

あ
っ
た
が
、
公
演
を
観
た
人
か

ら
は
「
声
も
歌
も
演
技
も
大
変

す
ば
ら
し
か
っ
た
」「
久
々
に

大
感
動
の
舞
台
を
見
せ
て
い
た

だ
き
本
当
に
よ
か
っ
た
」「
飯

田
線
や
カ
ネ
ト
の
こ
と
が
よ
く

わ
か
っ
た
」。
こ
の
ほ
か
、「
感

動
し
た
」「
涙
が
出
た
」
な
ど
た

く
さ
ん
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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「
松
尾
小
お
は

な
し
ひ
ろ
ば
」
と

い
う
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
声
が

き
っ
か
け
と
な
り

７
年
前
に
始
ま
っ

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中

心
に　

人
の
会
員

１５

が
、
松
尾
小
学
校

の
全
ク
ラ
ス
に
年

３
回
訪
れ
て
い

る
。
技
量
向
上
の

た
め
年　

回
の
勉

１０

強
会
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
の
ほ
ど

元
上
郷
図
書
館

長
の
下
沢
洋
子
先

生
を
迎
え
、
選
書

の
仕
方
・
絵
本
の
持
ち
方
・
読

み
方
等
基
本
的
な
こ
と
を
学
ん

だ
。

　

「
低
学
年
は
ま
だ
純
粋
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
。
高
学
年
に
な

る
と
照
れ
も
あ
っ
て
か
『
絵
本

な
ん
て
…
…
』
と
い
う
雰
囲
気

で
始
ま
る
が
、
い
ざ
読
み
始
め

る
と
皆
絵
本
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
て
い
く
。
そ
の
様
子
は
見

て
い
て
嬉
し
い
」
と
会
員
ら
。

さ
ら
に
「
幼
少
期
の
ひ
ざ
に
入

れ
て
の
読
み
聞
か
せ
か
ら
、
大

き
く
な
る
に
つ
れ
遠
ざ
か
っ
て

し
ま
い
が
ち
だ
が
、
子
供
た
ち

は
年
齢
に
関
係
な
く
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
に
思
う
。
実
は
大
人

も
、
勉
強
会
で
下
沢
先
生
に
読

ん
で
も
ら
う
こ
と
が
、嬉
し
か
っ

た
り
す
る
」「
皆
さ
ん
も
本
棚
に

眠
っ
て
い
る
絵
本
を
ち
ょ
っ
と

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
。
代

表
の
木
下
昭
子
さ
ん
は
「
子
供

た
ち
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
く
て
、

忙
し
い
中
の
勉
強
会
も
頑
張
ろ

う
！
と
奮
起
で
き
る
」
と
話
し

て
い
る
。

平成26年１月１日 第  225  号　�

情緒豊かな人づくりのために
読み聞かせ「松尾小おはなしひろば」紹介

年
賀
状
作
品
募
集

の
お
知
ら
せ

　

毎
年
恒
例
の
年
賀
状
展

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
写
真
・

パ
ソ
コ
ン
使
用
の
も
の
・
手

書
き
の
絵
や
版
画
な
ど
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　

送
り
先
は
松
尾
公
民
館

（
松
尾
城
４
０
１
２
番
地
１
）

１
月　

日
ま
で
に
郵
送
ま
た

１１

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
賞
さ
れ
た
方
に
は
松
尾

地
区
文
化
祭
に
て
表
彰
並
び

に
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

天竜峡から
南は
線路が無い　♪

昨年の応募作品より
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平成25年度 

松尾地区市民運動会！！ 
総
合
優
勝 

上
溝
区 

上
溝
区 

戸
数
割
優
勝 

順位戸数割点数分館名順位総合点分館名

11.49上 溝1336.0上 溝

21.24寺 所2276.5明

30.98久 井3255.0代 田

40.95清 水4227.5水 城

50.91水 城5221.0新 井

60.85新 井6207.0寺 所

70.74明7182.5城

80.64代 田8169.5毛 賀

90.54城9154.5久 井

100.45八幡町10140.5清 水

110.39毛 賀11112.0八幡町

120.37常盤台12110.0常盤台

順

位

戸
数
割
点

戸

数

順

位

合

計

役

員

リ

レ

ー

ク

イ

ズ

パ

ワ

ー

む

か

で

あ
わ
て
て

な
わ
と
び

パ
ン
食
い
競
走

ム
カ
デ
競
走

早
く
結
ん
で

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

さ

傘

分

館

名

１１.４９２２５１３３６.０２０４０１０４０３０３０１８１４５８.５１０４５.５２０上 溝

３０.９８１５８９１５４.５２０６１０５２０２５５２.５２２.５１２１０.５１６久 井

５０.９１２５０４２２７.５５３５２５５２０２５１０１７３０.５２４１１２水 城

６０.８５２５９５２２１.０１５１０２０５２５２０１１２１２５.５８４２.５１８新 井

２１.２４１６７６２０７.０２５１０１５３５１０１０２３２０７.５４２３.５２４寺 所

７０.７４３７５２２７６.５２５２３２０２５２５１５２２９.５４５６４７１４明

４０.９５１４８１０１４０.５３０８３０１５－５６２１.５１１２０１２清 水

９０.５４３３５７１８２.５１０２０５１５１５２０２８１２２０.５７１４１６城

１００.４５２４９１１１１２.０５８１０５５１５２９６１０２３１４八幡町

８０.６４３９７３２５５.０３０３００２５３０３０３５１１.５１６.５８２７１２代 田

１１０.３９４３８８１６９.５１０２６１０１５１０１０１６１４.５１３.５１２２４.５８毛 賀

１２０.３７２９５１２１１０.０１５６５１５１５５２８.５３４１１.５２０常盤台

運動会得点結果表
種 目 別 総　合 戸 数 割

応援コンテスト
〈元気いっぱいで賞〉

上溝分館
〈ユーモアいっぱいで賞〉

明分館
〈そろっていたで賞〉

寺所分館
〈区民と一緒に盛り上がったで賞〉

新井分館

　
　

月　

日
秋
晴
れ
の
下
、
松

１０

１３

尾
地
区
市
民
運
動
会
が
開
催
さ

れ
た
。
選
手
の
好
・
珍
プ
レ
ー
、

応
援
団
の
熱
い
声
援
に
、
区
民

は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。
こ

れ
だ
け
の
大
規
模
地
区
で
の
例

年
開
催
は
、
松
尾
の
誇
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
年
度
も
大
勢
の
皆
さ
ん
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

準
備
や
運
営
に
携
わ
り
、
陰
で

支
え
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
の
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。
大

成
功
の
運
動
会
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
皆
様
の
ご
協
力

で
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、

大
会
委
員
長
と
し
て
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
運
動
会

実
行
委
員
会
の
皆
様
に
お
い
て

は
日
々
忙
し
い
中
、
会
議
や
準

備
、
当
日
の
運
営
に
ご
尽
力
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
歴
史
あ
る
大
運
動
会
を
終
え

て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

念
願
だ
っ
た
横
断
幕
の
新
調

で
、
練
習
当
初
か
ら
の
盛
り
上

が
り
は
回
を
重
ね
る
度
に
高
ま

り
、
運
動
会
当
日
は
最
高
潮
に

達
し
た
。
各
人
が
疲
れ
も
気
に

せ
ず
力
の
限
り
に
綱
を
引
き
、

足
並
み
を
揃
え
て
必
死
に
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
姿
に
大
き
な
歓
声

と
拍
手
が
響
い
た
。

　

運
動
会
は「
楽
し
か
っ
た
！
」

そ
れ
が
一
番
良
い
。

優
勝 

上
溝
区

小
木
曽
貴
幸　

分
館
長
よ
り

宮
下
吉
彰　

大
会
長
よ
り

齊
藤
好
雄　

体
育
委
員
長
よ
り
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盛り上がれ！サンロード八幡盛り上がれ！サンロード八幡

笑 い と 音 楽 の 集 い笑 い と 音 楽 の 集 い

　

明
区 
両
璧 
神
輿
の
俵
作
り
を

り
ょ
う
へ
き

継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

３
年
前
に
発
足
し
た
「
両
璧
俵

の
会
」。
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
、
今
年

初
め
て
区
内
遊
休
農
地
を
利
用

し
て
そ
ば
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
。
７
月
の
暑
い
中
で
の
除

草
・
石
拾
い
・
種
ま
き
に
始
ま

り
、　

月
の
刈
り
取
り
、　

月

１１

１２

の
そ
ば
打
ち
ま
で
、
区
内
講
師

の
指
導
の
下
、
行
っ
た
。

　

雨
降
り
の
翌
日
に
一
斉
に
発

芽
し
た
こ
と
に
は
会
員
も
感
動

し
た
。
台
風
等
で
何
度
も
倒
れ

た
が
、
そ
の
都
度
そ
ば
は
た
く

ま
し
く
起
き
上
が
っ
た
。
初
め

て
の
体
験
だ
っ
た
が
、
１
５
０

�
の
収
穫
、
乾
燥
後
で
も
１
２

０
�
と
上
出
来
だ
っ
た
。

　

事
務
局
長
の
齊
藤
満
士
さ
ん

は
「
そ
ば
料
理
に
は
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
多
く
あ
る
こ
と
を
知

り
、
今
後
も
そ
ば
作
り
が
楽
し

み
に
な
っ
た
」と
話
し
て
い
た
。

　

来
年
の
俵
作
り
に
も
力
が
入

る
こ
と
だ
ろ
う
。

詳
し
く
は
ブ
ロ
グ
で 
「
両
壁
俵
の
会
ブ
ロ
グ
」

http://ryouhekita
w
a
ra
.blog
.fc2
.com
/

　
　

月　

日
に

１０

２６

サ
ン
ロ
ー
ド
八

幡
商
店
街
主
催

の
「
笑
い
と
音

楽
の
集
い
」
が

八
幡
町
公
会
堂

で
約
１
０
０
人

が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
。
こ
れ

は
松
尾
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
の

「
や
ら
ま
い
か
松

尾
ま
ち
づ
く
り

活
動
助
成
制

度
」
を
受
け
、

開
催
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
、
飯

田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校
商
業
科

３
年
生
の
生
徒　

人
が
「
地
域

１１

人
教
育
」
授
業
の
一
環
と
し
て

参
加
し
た
。

　

第
１
部
は
大
道
芸
サ
ー
ク
ル

「
土
曜
笑
学
校
」の
小
学
２
年
生

か
ら
大
人
ま
で
の
６
人
が
、 小
咄 ・

こ
ば
な
し

古
典
落
語
・
南
京
玉
す
だ
れ
な

ど
の
出
し
物
を
熱
演
し
、
会
場

は
笑
い
と
拍
手
で
い
っ
ぱ
い
と

な
っ
た
。
第
２
部
で
は
、
佐
々

木
ハ
ス
ゲ
レ
ル
さ
ん
の
モ
ン
ゴ

ル
民
族
音
楽
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

来
場
者
は
モ
ン
ゴ
ル
の
写
真
ス

＊
松
尾
地
区
交
通
安
全

ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル

　
　

月
４
日
、
松
尾
小
学
校
校

１０
庭
に
て
交
通
安
全
講
話
と
夜
間

の
視
認
性
実
験
が
行
わ
れ　

人
７８

が
参
加
し
た
。
実
験
で
は
参
加

者
が
７
色
の
衣
装
を
身
に
ま
と

＊
八
幡
宮
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
、

１１

１６

２４

鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
の
紅
葉
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。　

日
は

２４

五
平
餅
販
売
や
呈
茶
が
行
わ
れ

大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

＊
ま
け
る
な
農
園

　
　

月　

日
、
ま
け
る
な
農
園

１０

２０

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
『
秋
の
収
穫

祭
』
が
公
民
館
実
習
室
で
行
わ

れ
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
収
穫

さ
れ
た
さ
つ
ま
い
も
を
使
っ
て

の
芋
飯
・
や
き
い
も
・
茶
巾
し

ぼ
り
や
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
を
参
加
親
子
と
ス
タ
ッ

フ
合
わ
せ
て　

人
が
１
年
を
振

２６

り
返
り
な
が
ら
味
わ
っ
た
。
当

日
予
定
さ
れ
て
い
た
さ
つ
ま
い

も
収
穫
は
雨
天
の
た
め　

日
に

２６

行
わ
れ
た
。
今
年
度
は
ま
れ
に

今
年
度
の
松
尾
地
区
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
重
点
事
項
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
招
聘
事
業

（
平
成　

年
４
月　

日
開
催
）に

２６

２６

水引の歴史も勉強中！
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今
年
４
月　

日
、
松
尾
地
区
に
富
山
市

２６

八
尾
町
か
ら
「
越
中
お
わ
ら
風
の
盆
」
が

や
っ
て
き
ま
す
。
踊
り
の
好
き
な
私
は
、

今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
踊
り
と
最
初
に
出
会
っ
た
の
は
、

今
か
ら　

年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
。
当
時

３０

私
が
仕
事
を
し
て
い
た
銀
座
で
は
、
７
年

に
１
度
の
お
練
り
祭
り
に「
次
郎
長
道
中
」

を
披
露
し
て
い
ま
し
て
、
私
も
あ
る
年
、

化
粧
を
し
衣
装
を
つ
け
て
三
保
の
松
五
郎

役
を
踊
り
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の

踊
り
は
、
沢
山
の
見
物
人
か
ら
カ
メ
ラ
を

向
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
変
気
を
良
く
し
た

も
の
の
、
実
は
撮
影
の
目
的
は
私
で
は
な

く
次
郎
長
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
…
…
。

　
　

年
前
に
は
民
謡
の
師
匠
を
し
て
い
る

１５
兄
嫁
の
勧
め
で
、
八
尾
町
ま
で
「
越
中
お

わ
ら
風
の
盆
」
を
見
に
行
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
夕
闇
の
中
に
響
く
胡
弓
の
音
色
、

下
駄
の
音
、
網
笠
を
か
ぶ
っ
た
踊
り
の
格

好
良
さ
…
…
。
初
め
て
の
「
風
の
盆
」
に

釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
独
特
の
踊

り
に
感
動
し
て
す
っ
か
り 
虜 
に
な
っ
た
私

と
り
こ

は
、
現
在
で
は
松
尾
公
民
館
の
「
男
踊
り

教
室
」
の
仲
間
と
共
に
、
文
化
祭
や
芸
能

祭
で
踊
り
の
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
に
は
、
松
尾
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
「
越
中
お
わ
ら
風
の
盆
」
を
体
験
で

き
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
私
の
踊
り
の
熱

が
高
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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今
回
は
川
柳
を
お
休
み
し
て
詩
を
一
編

紹
介
し
ま
す
。
平
成　

年
に
１
０
１
歳
で

２５

逝
去
さ
れ
た
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
が　

歳
の
時

９７

に
書
い
た
「
貯
金
」
と
い
う
詩
で
す
。

「
私
ね
／
人
か
ら
／
や
さ
し
さ
を
貰
っ
た

ら
／
心
に
貯
金
を
し
て
お
く
の
／
さ
び
し

く
な
っ
た
時
は
／
そ
れ
を
引
き
出
し
て
／

元
気
に
な
る
／
あ
な
た
も
／
今
か
ら
積
ん

で
お
き
な
さ
い
／
年
金
よ
り
／
い
い
わ
よ
」

「越中おわら風の盆」との出会い

館
長
コ
ラ
ム

こ
ん
に
ち
は
角
田
で
す

�
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松
尾
公
民
館
事
業 

松
尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
重
点
事
項 

� ������������������������
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
見
な
が
ら
、

日
本
の
琴
に
似
た
、 

楊
琴 
（
西

ヨ
ー
チ
ン

洋
琴
）
の
演
奏
と
モ
ン
ゴ
ル
民

謡
の
歌
声
に
聞
き
い
っ
て
い
た
。

　

サ
ン
ロ
ー
ド
八
幡
の
会
長
北

原
清
光
さ
ん
は
「
商
店
街
も
寂

れ
て
い
く
ば
か
り
だ
。
活
性
化

の
た
め
何
か
し
た
い
と
以
前
か

ら
話
し
合
っ
て
い
た
こ
と
が
、

今
回
実
現
し
て
嬉
し
い
」
と
話

し
て
い
た
。

お
い
て
、
い
よ
い
よ
実
行
委

員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の

事
業
は
松
尾
地
区
の
文
化
レ

ベ
ル
の
向
上
の
た
め
に
公
民

館
事
業
重
点
項
目
の
ひ
と
つ

と
し
て
開
催
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

「
飯
田
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ

？
と
友
人
に
聞

か
れ
、
改
め
て

飯
田
を
振
り
返

る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
ね
。

友
人
を
連
れ
て

星
を
見
に
来
た

こ
と
も
あ
り
ま

す
。
い
な
ご
や

蜂
の
子
な
ど
の

食
文
化
を
紹
介

し
た
こ
と
も
。

そ
の
時
自
分
が

飯
田
を
代
表
す

る
存
在
だ
っ
て

気
づ
き
ま
し

た
」。大
き
な
ま

な
ざ
し
を
キ
ラ

キ
ラ
さ
せ
な
が

ら
話
す
の
は
、

今
年
の
松
尾
地
区
文
化
祭
で

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
う
「
お
ぐ

ね
ー
」
こ
と
小
椋
ケ
ン
イ
チ
さ

ん
。

　

都
会
へ
の
あ
こ
が
れ
が
強
く

　

歳
で
名
古
屋
の
ひ
と
学
年　

１５

２２

ク
ラ
ス
と
い
う
マ
ン
モ
ス
高
校

へ
進
学
。
そ
こ
で
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
り
た
い

と
い
う
夢
を
抱
き
、
そ
れ
を
か

な
え
る
た
め
に
、
東
京
の
大
学

で
は
心
理
学
を
学
ぶ
傍
ら
メ
イ

ク
の
勉
強
を
し
て
い
た
と
い
う
。

今
で
は
す
っ
か
り
メ
デ
ィ
ア
で

お
な
じ
み
の
小
椋
さ
ん
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
は
ヘ
ア
ー
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

　

「
進
学
当
初
、
温
室
育
ち
の

自
分
が
、
す
べ
て
自
分
で
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
環
境
の
中
で
、

不
安
と
か
思
う
余
裕
す
ら
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
あ
の
時
の

が
ん
ば
り
が
あ
る
か
ら
今
が
あ

る
と
思
い
ま
す
」
と
言
う
よ
う

に
自
他
と
も
に
認
め
る
努
力
家
。

　

飯
田
市
初
の
産
業
親
善
大
使

を
引
き
受
け
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

る
。「
今
で
も
自
然
と
共
存
し
て

小咄を熱演する「歩歩歩」さん

俵
の
会
が
そ
ば
作
り

俵
の
会
が
そ
ば
作
り

い
る
と
こ
ろ
が
飯
田
の
よ

い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
日
常

の
生
活
で
、
物
々
交
換
が

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
」。

　

文
化
祭
で
は
さ
ら
に
素

敵
な
話
が
期
待
で
き
そ
う
。

平成26年4月26日開催

「おわら風の盆」招聘事業　実行委員会名簿

まち会：松尾地区まちづくり委員会

氏名選出母体役職2役職

宮下　吉彰まちづくり委員会会長顧　　問

小木曽博人　　　〃　　　　副会長
参　　与

勝野　　薫　　　〃　　　　副会長

角田　禊治松尾公民館長実行委員長

矢崎　晴美公民館育成部長
副実行委員長

小木曽貴幸分館長会長

平澤　勇治公民館総務企画委員長部 会 長

総務部会

奥村　和徳
　　　〃　　　副委員長
松尾踊り連盟幹事長

副 部 会 長

山下　忠義まち会総務部長〃

岡田　　明　〃　地域振興部長〃

近藤　英子松尾日赤奉仕団分団長〃

丸山　基治公民館文化委員長部 会 長

催事・会場部会

明石　茂樹　　〃　　副委員長副 部 会 長

酒井　和久　　〃　　副委員長〃

澤口　和子松尾踊り連盟副幹事長〃

池田　稔梨
松尾踊り連盟幹事
（公民館総務企画委員）

〃

齊藤　好雄公民館体育委員長部 会 長

観客対応部会

平栗　　理　　〃　　副委員長副 部 会 長

竹折　睦夫　　〃　　副委員長〃

窪田　利光まち会生活安全部長〃

小池　　昇　〃　交通安全部長〃

小林　弘明　〃　環境衛生部長〃

相原　正敏　〃　健康福祉部長〃

松原　倫子公民館広報委員長部 会 長

広報部会 金澤　志保　　〃　　副委員長副 部 会 長

平栗　　猛　　〃　　副委員長〃

2月1日松尾地区文化祭で 2月1日松尾地区文化祭で

「おぐねー」こと小椋ケンイチさんトークショー開催決定！
事前インタビューで飯田への想いを語る

み
る
豊
作
で
出
来
栄
え
も
よ
く
、

近
隣
の
保
育
園
な
ど
に
も
配
ら

れ
た
。

＊
松
尾
キ
ン
ボ
ー
ル
講
習
会

　
　

月　

日
、
松
尾
小
学
校
体

１１

２４

育
館
に
て
キ
ン
ボ
ー
ル
講
習
会

が
約
２
０
０
人
の
参
加
で
行
わ

れ
た
。
松
尾
キ
ン
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
の
協
力
の
下
、
田
中
利
治
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
各
分
館
か

ら
参
加
し
た
松
尾
区
民
に
対
し

競
技
を
通
し
て
指
導
を
行
っ
た
。

い
、
ど
の
色
な
ら
暗
闇
で
も
目

立
っ
て
安
全
か
を
学
ん
だ
。

どの色が目立つのかなあ


